
腰痛予防について

岸和田支援学校

自活研究部



腰痛の原因

 腰椎に原因があるもの(レ線にでる）

 筋肉に痛みがある

 内臓などの病気によるもの

 その他











脊柱機能検査kraus-weberテスト変法
（大阪市大方式）





腰痛体操の概念

腹筋・背筋の強化

脊柱・股・膝関節の柔軟性

骨盤の分離した動き
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脊柱の強化運動





脊柱のストレッチ体操



股・膝周囲の筋肉
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股関節のストレッチ体操



骨盤の分離した運動



子どもを抱く前に

 介助者の服装（時計、アクセサリー、爪等）

 子どもの表情を見ましょう

 声かけをしましょう



介助の基本的考え方

 他動運動から自動運動による動作の遂行へ

 介助の量と部位を変えていく

 介助のスピード

 安心感を与える



介助のための姿勢と位置（腰痛予防）

 子どもと介助者の位置を決める

 介助者がバランスを崩さない足幅をとる

 介助者は股・膝を軽く曲げ、固くしない

 こどもを持ち上げながら体を捻らない

 介助者の肘は、体幹に引き寄せておく

 二人介助の場合は、手順を確認し、合図により同時に
介助する

 てこの原理を応用して、いかに子どもの重心を移動させ
るか



低緊張の子どもの抱き方

今川忠男 脳性まひ児の早期治療 医学書院



緊張の強い子どもの抱き方

今川忠男 脳性まひ児の早期治療 医学書院



二人で介助する場合



椅子からの立ち上がりの介助



日常生活の注意点

布団は柔らかすぎないものを使用する

椅子は背もたれのあるものを使用する

ハイヒールは避ける（できれば3ｃｍ以下）

肥満に注意

長時間の立位は片足ごと踏み台を使用す
る



腰痛予防のための日常生活動作

奈良 勲 理学療法のとらえかた 文光堂
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・新イラストによる安全な動作介助のてびき
（木村哲彦編 医歯薬出版）


